
JamesMurdochと 若 き 日 の 私

岡 田 六 男

私は二十代の大半を豪州で,ほ とんど無為に暮 して しまって,い わゆる

豪州ぼけになり,第 二次世界戦争後 しばらくの間は,戦 争ぼけ,今 はそろ

そろ本格的にぼけ始めている。そんな私が英語を習い始めたのは今からか

れ これ半世期も前の話で,明 治が終って大正にかかった1921年 の頃だっ

た。鹿児島県立第一中学校に入学 した時からである。当時の中学校は今で

い う新制中学 と高校を合せたようなもので五年制だった。その頃 目本はす

でに海軍国として知 られ,鹿 児島は東郷元帥(げ んすい)を はじめ,錚 々

たる海軍軍人の出身地 として有名だった。 したがって一中は,海 軍兵学校

を志望する秀才が少な くなかった。地方の中学校 としては兵学校への入学

卒 も高い方だった。私は身体も余 りよくない し,頭 もいい方でなかったの

で,む ろん軍人向きではなかった。

その頃一中には優秀な先生もかなりいたようだ。英語ではまず安藤貫一

とい う地方の学校にはもったいないような先生がいた。彼は島津公のお供

を して,外 国を廻ってきた関係で一時一中に奉職 していたらしい。私が入

学 して間もなくよそへ栄転されたので,つ いに教えて貰えなかったが,上

級生の話では,彼 はちゃやきちゃきの江戸 っ子で,す ぼらしい実力の持主

だった とい うことだ。丁度私が入学 した頃米国人が教師として就任 して来

て,就 任の挨拶をペラペラ話 したが,一 年生の私などにはちんぷんかんで,

さっぱ り分 らなかった。ただ一語だけYouSatsumaboysと い うのが分

ったような気がした。安藤先生がそれを 「諸君,薩摩隻人(さ つまはや と)」

と通訳 されたが,う まいものだなと感心 したことだけを覚えている。もし

あんな先生に二年か三年間習っていたら,少 なくとも英語だけは,さ ぞ上

一76一



JamesMurdochと 若き目の私

手になったことだろう。彼は研究社発行の和英大辞典や活用大辞典の編者

として有名な故勝俣先生や米国で英文記者 として大活躍 したK.K.Kawa-

kamiな どと一所に東京は神田の国民英学会で勉強 した秀才であった。漱

石の 「吾輩は猫である」や菊地寛の 「恩讐の彼方」(OnshunoKanata),

厂俊寛」な どい くつかの作品を英文に訳 している
。 大阪の高商だったか外

語だったか はっきり覚えていないが,そ こに奉職中,二 度 目の渡英の際

IsleofWightで 亡 くなった。

私が中学四 ・五年の頃の英語の先生の一人は安藤栄二郎氏だった。前述

の安藤貫 一氏 を国民英学会で教えた先輩だとか聞いた。井上十吉の辞典 と

いえば当時有名な英語の字引だったが,そ の編 さんを手伝った蘊蓄(う ん

ちく)の ある先生,謡 に深い趣味を持っていた。丁度その頃東京の英語通

信社の今井信行氏が編集 したEnglishWeeklyと い う,一 枚刷 りの週刊紙

が発行 された。一部一銭かそこいらの今の学生には想像もつかないような

安価な印刷物で,今 目でいう学生向きの時事英語 といったもののはじま り

だった。安藤先生はこれを補習用 として吾々に読ませた。お蔭で,な んと

なく力がついたようだ。

私の一年下のクラスにすごい俊才がいた。数年前 日本放送協会会長をつ

とめ,さ き頃外務省の顧問として駐仏大使として活躍 した古垣鉄郎氏がそ

れだった。彼は私が五年のとき,京 城の中学か ら一中に転校 してきたのだ

が,京 城では安藤貫一先生に教わったとか聞いている。彼は一中在学中す

でに,英 ・仏 ・独の三ヶ国語に堪能であった。

その頃も,今 日と同じように,数 学 ・英語 ・国語に重きが置かれていた

が,英語を苦手 とする連中が多かったことも今 とさほど変っていなかった。

私は他の生徒の多 くが嫌がる英文法や英作文に人一倍力を入れて勉強 して

いるうちに,少 しずつ興味が湧いてきた。英語の教科書に出ている英文を

和文英訳に応用することが役立つようだ。いつの間にか和文英訳よりむし
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ろ自由作文に興味を覚えるようになった。 当時は目から習 う英語が主で,

耳からの英語はほとんど学ばなかった。外人の教師はいるにはいたが,今

日のように熱心にやる生徒は少なかった。私 もその少ない中には入ってい

なかった。万国発音記号などがまだ採用されていな時代である。もちろん

テレビやテープレコーダーは言 うに及ばず,ラ ジオもまだ誕生 していない

頃の話である。 だから英語の発音などは,V・U・かげんなもので,potatoes

を先生の中にはpotatouz!な どと,平 気で発音する者さえいる程だった。

東京や神戸のように外人の多い大都会と違 って,地 方の学校などでは発音

に力を入れる先生は少なかった。

当時の中学がどんなに英語を勉強 したといっても高が知れたものだ。 し

かも余 り刺激のない地方においては尚更のことだ。 しか し東京のような檜

舞台を踏んだことのない私にも大都会でさえ容易に捕えられないような好

機が訪れた。大正五年(1916)に 一中を卒業 した私は家に果樹園の経営を手

伝 っていた関係で,鹿 児島の高等農林学校の入学試験を受けて見ようかと

思 っている矢先だった。私の義兄に当るスコットラン ド人ジェムス ・マー

ドック(JamesMurdoch)が 駐 目英国大使マク ドナル ド(SirClaudMac-

Donald)の 推薦で,豪 州の首都カンベラ(Canberra)に ある陸軍士官学校

の 日本語講師として赴任することになり,私 も二 ・三年のうちにassistant

として,連れて行 くとい う約束をして貰った。そこで学校の方は見送 って,

渡豪準備の積 りで勉強にとりかかった。このマー ドックについては後述す

るが,私 は彼の留守中,彼 の書斉に出入 りを許 されて,そ こで手当り次第

に色々の英書を繙いた。大英百科全書になじむようになったのもその頃だ

った。 しか し何よりも先に 目本関係の英語の本を読むご.とに興味を感 じて

マー ドックの蔵書を漁った。中でも一番役立ったのはBasilHallCham-

berlain.の名著ThingsJapanese(目 本事物誌)だ った。今でこそその内容

は古臭 くなってしまったが,そ の名文は愛読の価値が十分ある。ちなみに
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今 目外 人間に広 く読まれてい る故城谷黙氏 のMockJoya'sThings,Japanese

は か つて私 が城谷氏 にsuggestし た 標題 である。 同 じくChamberlainの

HandbookofColloquiolJapaneseやAPYacticalIntYOductiontothe

Studyof/apaneseWYiting(文 字 の しるべ)な どに極 めて有益 だった 。殊

に後者 は漢 文の書 き方か ら書簡文の書 き方 に至 るまであ らゆ る部門にわ た

って詳 細に説 明 した大著だが,進 ん だ 目本語研究家 の虎 の巻 だ った。今 で

は もち ろん01d-fashionedで,む しろ珍本 の部類に属す るものだが,当 時

の私には非常 に得 る所が あった。 この本 の中に出て いた ことで一つだ け覚

えてい るの をご紹介 しよ う。 彼は 「船」 とい う漢 字 を外人 に教 えるのに,

Noahのark(箱 舟)に 人が八人乗 って洪水 をのがれた とU・う旧的聖書 の

話 と結びつ けてい る。す なわち 「口」の字 は 厂人 口」の 口でeightmouths

はeightpersonsを 意 味す る とい うこ とで,彼 はこれ をmemoyiatechnica

〈記 憶法)と して参考 にさせてい る。LangeのColloquialJapaneseは ドイ

ツ語か ら訳 した ものだが,い わゆる ドイツ特有 の徹底的研究 の結 晶 とい う

べ き文法書 だった。 これ は後 に私 が豪州 で 目本語 を教 えるよ うになった時

の一つのtextbookで も あった。 その他の一般書では,GrifHsのThe

Mikado'sEmpiYeやMitfordのTalesofOldJapanな ど も非常 に参 考

に なった。 ・

とにか く私 の中学卒業後 の二 ・三年は外国で英語 を学ぶ準備期 間であ っ

た。English-speakingcountryに 行 けば,そ の程度 こそ違 うが,余 程の

語 学嫌い でない限 り,誰 で も芙 語の力がつ くのは当然の ことだ とい う理 由

で,私 の渡豪後 の ことは省 略 させて貰 う。

さて前記 のマー ドックの ことだが,今 日彼の名 を知 ってい るものは少な

い。又彼 の知 己だ った人,ま たは彼に教え を うけた人で今存 命 してい る者

も極 めて少ない。その名は僅 かに広 辞苑 や岩波の西 洋人名辞 典の旧版,研

究社 の英 文学辞典 な どに出てい るに過 ぎない。読み もの と しては,漱 石全
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集にも収めてある漱石がその昔朝 目新聞に出 した 「博士問題とマー ドック

先生と余」と「マー ドック先生の 目本歴吏」がある。又大正12年 頃小宮豊

隆氏が雑誌改造に漱石と子規の英作文に対するマー ドックの批評と訂正を

比較 した一文を寄せたことがある。これは昭和38年 発行の昭和女子大学

の近代文学研究叢書第20巻 の中で能美 ・松本両女史が25頁 位に,要 領 よ

く,ま とめ上げたマー ドックと題する一章の中に取 り上げられている。英

文ではマー ドックの遺稿 としてロンドンで出版された彼の 日本歴史第三巻

の冒頭に掲載されている短い伝記がある。これはマー ドックがシドニーの

郊外で死去 した時神戸のJapanChronicleと い う英字新聞にその主筆Ro-

bertYoungが 書U・た記事を所 々削除して掲載 したものであるが,Sydney

とMelbourneと をとり違えている。マー ドックを一番よく知ってV・たの

は山県五十雄氏だった,彼 は一高でマー ドックの愛弟子中の愛弟子だった

が,マ ー ドックが日本歴史を著作するに当って大いて貢献するところがあ

った。彼はマー ドックのために 「日本外吏」その他の史料を何百頁 も英訳

して提供 した。マー ドックに"LikeOliverTwist,lamaskingfor

more"と 次から次へと原稿を催促されるので,疲 れ切って,鉛 筆 を耳に

狭んだまま,机 にもたれて寝て しまったことが幾晩もあったと,私 に述懐

されたことがある。彼はかつて 「私の一生に最も影響を及ぼ したのは内村

監三 とマー ドックだった。物質面では損をしたかも知れないが,精 神面で

は非常に得る所があった」とい う意味のことを話 したことがある。彼が長

い間交際 したマー ドックについて書いた雑誌記事や小冊子も種々私ゐ手も

とにあったが`戦 争中に焼失してしまった。

マー ドックは1856年 スコッ トランドの片田舎の一貧家に生まれた。11

歳で小学校へ上ったとき,彼 はまだ 九々とい うものを知っていなかった。

受持ちの先生が,まず最初のい くつかを暗記 しなさいといって表を渡 した。

数時間の後 「もう覚えたか」と尋ねられた時,彼 は 「まだです」と答えて
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先生 をが っか りさせ た。や がてその 目の放 課になろ うとす る頃,少 年 マー

ドックは先生 に 「や っ と覚 えました」 とい って,表 を返 しにきて九 々 を始

めか ら九九 八十一 まででな く12x12=144ま です らす らとや ってのけた。

先生 はそ の非凡 の記憶力 にび っ くり仰天 した とい うことだ。 この辺 の事情

は,ゲ ラ刷 のまま未発表 に終 ったマ ー ドックの 自叙 的小説 に出てい た もの

で,私 の手 も とにあったが,こ れ もまた戦争で焼けて しま った。 とにか く

彼 は生涯 このす ば らしい記憶力 を失わ なか った。 彼が豪州で急死 した時,

シ ドニー大学 の英文学部主任教授は シ ドニ ー一・モーニ ングヘ ラル ド紙 上に

obituarynotice(死 亡 記事)を 寄せたが,そ の中で 「マー ドックの記 憶力

はマ コー レーのそれ の如 くretentiveandreadyだ っ た」 と述べ た。 こ
〆

の記憶力があったればこそ彼は五十歳頃から日本語を読む勉強をはじめて

驚 くべき進歩 を遂げたのである。

私がマー ドックに下手な英語で話しかけるようになったのは私が中学五

年を卒業 してからである。私が中学五年の時書いた英語の自由作文を彼に

見せたら,「中々よろしい,高 等学校(旧制)の 上級生もこの位書けるのは少

ない」などとお世辞をいわれた頃のことである。彼はすでに60歳 位だっ

たが,漢 字の画(か く)の順序を稽古 していた。漢字を読むだけなら,外 人

にとって結果 さえ同じなら,画(stroke)の 順序などはどうでもよいわけ

だが,マ ー ドックは草書や行書を書 く場合,順 序を知る必要性があること

を認識 したのである。文字通 り六十の手習いであった。彼は 日本語を学ぶ

のに井上の英和 と和英の外に,そ の頃新らしく出た武信(た けのぶ)和 英辞

典 これは今の研究社の和英大辞典の前身であった を使 っていた。

ことに武信和英は全頁にわたって赤鉛筆で横線を施して記憶していた。日

本語の動詞 「勉強す る」などのときのように 「する」を伴 う動詞は除

いて はどの位あるかを一々数えてギリシヤ語やラテン語の動詞と比較

して覚えていたようだ。ある時何かの話から,私 が 「竜頭蛇尾」は英語で
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ど う表現 した らよい ですか と尋ね ると,彼 は即座 に 「あれ を持 って きな さ

い」 とい って,大 工に作 らせた粗末ではあ るが,極 めて頑丈 な本棚にの っ

てい るCenturyDictionaryの"R"の あ るvolumeを 指 したので,早

速 かかえて行 くと,何 もU・わず に,"Rocket"の と ころをひ ろげて,用

例 としてそ こに挙 げて あるThomasPaineの"Heroselikearocket,

hefelllikethestick"を 指 摘 した。彼がす でに武信辞典 にあったgoup

likearocketandcomedownlikeastickを 見 て知 っていたのか,有

名なPaineの 句 を覚 えていて急 に思い出 したか ど うか,私 にはわか らな

か った。またある時何処 かの文 の中で10tus-eaterと い う表現 を見 たので

その意味 を彼に質 した ところ,例 の如 く,Tennyson全 集 を本棚か ら取 ら

せて"Lotus-eater"を 指 摘 して"11thispoem"と い って差 し出 し

た。万事 この調子だ った。たいていの本は関係 のpassageの 出 てい頁 を

覚 えてい て,何 の本の何頁 とい った風 に,丁 度吾 々がよ くかける電話番号

で も覚 えてい るかの よ うに即座 に出てきた。walkingencyclopaediaと か

walkinglibraryい うのがこんな人だな と思 った ことが ある。 時には何十

年前 に読 んだ とい う本の頁まで記憶 していた ようだ。教科書 な どの頁 を覚

えてお くと生徒に教え るとき便利だな と思 って,後 にマー ドック と共 に渡

豪 して 日本語を教 えるよ うに なった とき,私 は これ を試 して見た ことがあ

る。 しか し無理 して覚 えた一夜漬 けは,物 覚えの良い人が 自然に覚えたの

とは大変な違 いで,私 な どは結局猿真似にす ぎない とい うことを悟 った。

話 が前後す るが,マ ー ドックは中等学校か ら給費生 と して当時ス コッラ

ン ドで一流のAberdeen大 学 に入学 し,大 英百科全書に もその名 を残 し

てい る有名 なベイ ン(AlexanderBain1818-1903)の 門下生 とな り,同 大

学 を最優秀 の成績 で卒 業 した。Aberdeen大 学 とい えば,そ の昔 中国で宣

教 師 として活躍す る傍 らChineseClassics(四 書 五経)を 研究 してその英

文 の全訳 を完成 した有名 なSinologist(シ ナ 学者)JamesLegge(1815-
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ユ897)の 出身校 で もあった。 マ ー ドックは卒業後Oxfordや ドイツの

Gottingenや フ ランスのSorbonneで も学 んだ。 ドイツではBenfeyの

下 でサ ンスク リッ トを学 んだ。 古典語 と古典文学 に精通 し,24歳 です で

に母校Aberdeenの ギ リシヤ語 の助教授 となったほ どであ る。 ロシア語

以 外の近代語 もよ くした。その後豪州で教育 に従事 した り,新 聞記者生活

を した り,U・ わ ゆ るcheckeredlifeを 送 ったのち,日 本 に渡 ってきた。

来 目後は第一高等学校,金 沢高等学校(四 高)東 京 の高 商(商 大の前身),

鹿 児 島高等学校(七 高)等 で教鞭(べ ん)を 執 った。漱石 な どを教 えたのは一

高 時代 であ る。教育界への功労で叙勲の ご沙汰があ ったが,マ ー ドックは

勲章い ただきに行 く礼服が ない とい う理 由だけでな く,自 分の教 え子がそ

れ ぞれ有名 になって社会で活躍 してい るのが生きた勲章 だ とい って拝辞 し

た。最近伝 えられた よ うに,ビ ー トル ズが%T¥¥章を貰 うなんてけ しか らん と

い き り立 って,MBE勲 章 を返上 しようと騒 ぎ出 した一部のイギ リス人達

の態度 とはわ けが違 う。漱石 が博士 の称号 を辞退 した時,マ ー ドックは20

余 年 の無音 を破 って漱石 に手紙 を送 り 「今回の件は君 がmoralbackbone

を持 ってい るこ とになるか らめで たい」 とい った意味の ことを述べたそ う

だが,如 何 にも彼 らしい。 彼は身装に構わない,質 素 な生活 に甘 ん じて,

日本歴 吏の著作 に没頭 していたのだ。 ことに鹿児島に居住 してい る頃の彼

は詩人Wordsworthの い わゆる質素 に して哲学的生活(Plainlivingand

highthinking)を 地 で行 く隠れた学者であ った。大正 か ら昭和にか けて,

目本 で教科書 としてIntellectualLifeと 共 に広 く読 まれ たPhilipGilbert

Hamertonのessay集HumanIntevcOuyseの 中の"ANobleBohe-

mianism"(気 高V・ 自由放縦 主義)と い う一章 に出て くる人物 を思わせ る学

者 であ った。 この章 にBohemianで あ るひ と りの ドイツの学者 とBohe-

mianと は お よそ縁遠いイギ リスの一夫人の生活様式 を比較 した次の よ う

な一節 がある。
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 It was a large room with a bed in one corner, and it was wholly desti-
tute of anything resembling a carpet or a curtain. The remaining furniture 

consisted of two or three rush-bottomed chairs, one large cheap lounging 

chair, and two large plain tables. There were plenty of shelves (common 

deal, unpainted), and on them an immense litter of books in different 

languages, most of them in paper covers, and bought second-hand, but in 
readable editions. In the way of material luxury there was a pot of to-

bacco, and if a friend dropped in for an evening a jug of ale would make 

its appearance. My Bohemian was shabby in his dress, and unfashionable, 

but he had seen more, and passed more hours in intelligent conversation 

than many who considered themselves his superiors. The entire material 

side of life had been systematically neglected, in his case, in order that 

the intellectual side might flourish. It is hardly necessary to observe that 

any attempt at luxury or visible comfort, any conformity to fashion, would 
have been incompatible, on small means, with the intellectual existence 

that this German scholar enjoyed.

それは この ドイッ人の部屋 一角にベッドのある大きな部屋だった。

カーペヅトとかカーテンとかいったようなものは皆無だった。他の家具といえ

ば,灯 心草で座部 を張った二 ・三のいす と,大 形の安っぽい長いす,そ れに大

きい簡素なテーブルだった。 ・ 一.一

は沢山あって,そ の下に数ケ国語の書籍が雑然 とのせてあった,そ の多くは紙

表紙の古で買ったものだが読み易い本だった。贅沢品といえば,入 れ物にはい

ついいるパイプ ・タバコ位のもので,も し夜分にでも来客があれば,一 杯のビ

ールが姿を見せる程度だった
。彼の服装はみすぼ らしく,.し か もやぼで流行お

くれだった。がしかし彼は彼よりえらいと自惚れている多くのやか らより見聞

も広く,読 書や知的交際の範囲 も広かった。彼の場合,知 的面を豊かにするた

め生生活の物質面のすべてが故意に疎ん じられていた。贅沢をしようとか,目

に見えて楽な暮 しをしようとか,流 行 を追 うとかすることは,僅 かばか りの収

入では,こ の ドイッの学者が楽 しんでいる知的生活と,お よそ調和しないもの

であったろう。

この描写 の数 ヶ所 を書 きかえれ ば,そ のままマー ドックの揚合にあては

まるよ うな気がす る。Bohemianマ ー ドツクはこ うした部屋 を書斎兼応接

間 として使用 していたが,こ こに多 くの 名 士 が 訪 れ た も の だ。Things

Japaueseの 著 者 チエ ンバ レン氏,一 高 時代か らの ドイ ツの友人ユ ンケル

氏,神 戸 のクロニ クル社の主筆 ロバー ト ・ヤ ング氏,京 城 のソール プ レス

.,
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の主筆時代の山県五十雄氏等が,遠 路わざわざ彼を訪問 したことがある。

近 くの鹿児島市からは,多数の名士が度々マー ドツクの庵に姿を見せたが,

中でも異色ある訪問者は,パ リから帰国後 らい療養所を創設 して有名にな

った岩下壮一氏であった。彼は当時七高の英文学教授で稀れに見る語学者

であった。不自由な足を引摺 りながら,坂 道を厭わず,よ くマー ドツクを

訪れintellectualconversationを 交わ した。 ギリシヤ語のプラ トン全集

の中か ら 「国家論」を,マ ー ドツクの書斎から借 り出 して読んだほどの学

者であった。

最後に彼の著作について一言 しておこう。彼が一高在任中に物 したい く

つかの著作の外,鹿 児島に居る頃は,前 記ジャパン ・クロニクル紙に哲学

や 目本歴史に関する記事をよく寄稿 した。大正3年1月 の桜島の大噴火の

時はその目撃者として連載記事を同紙に寄せたことがある。マー ドックが

1919年 にシ ドニー大学の東洋学部の主任教授 となった時の就任公開講義が

パンフレツとして出たが,前 記の山県五十雄氏はこの40頁 位の一文を他

の三篇 と共に編集 してJapan'sPositionintheFarEastと いう標題で,

註つきの大学向けの教科書 として大正13年 に研究社から発行 し七いる。

しか し彼の大著は何といってもAHistoryofJapanで ある。マー ドツ

クの死後 ロンドンの本屋から三巻一揃として出版 されたものを見ただけで

は分らないが,実 は最初に世に出たのは第2巻,す なわちキリス ト教が 目

本に伝わって来た16世 期の歴史である。信長 ・秀吉時代の日本に関する

文献 としては,当 時目本に渡来 していたポル トガルやスペインの宣教師達

が本国に送った書簡文,い わゆるJusuitlettersが 何 より貴重とされてv・

た。これらの手紙全部はSatow,Chamberlainの 両Japanologists(目 本

学者)の 好意により,マ ー ドツクの利用するところとなった。語学に通 じ

た彼はこれら全部の手紙を読破すると共に,ロ ン ドンのBritishMuseum

にある日本関係の本,こ とに外人の 目本旅行記に目を通 してこれを外国側
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の史料 と し,山 県五十雄氏 が英訳 した 日本外史 その他 の 目本側の資料 を参

考 に して書 き上げて,神 戸 クロニ クル社(後 のJapanChronicle)か ら 自

費出版 したのが第二巻 である。そのまえが きに 「若 し山県氏 の援助がなか

った らこの歴史は書 けなか ったで あろ う」 とそのhelpを 多 と し表紙 にIn

collaborationwithIsohYarnagataと して出 した。 山県氏 はた ちまち 目

本研究家に歴史家 と して知 られ るよ うになった。 山県氏は さかんに広 告や

宣伝の必要 を説いたが,マ ー ドツクはGoodwineneedsnobush(良 酒

は看板 を必要 と しない)と い ってすす めを退 けた。 しか しやがて この歴 史

の真価は世の認め るところ とな り,好 評 を博す るに至 った。マー ドックが

一高在学中に
,東 大で工学 の講義 を していたバ ー トン(Burton)と い う技

師の写真 をもとに書 き下 したAyama-sanと い う小説 を,Burtonの す ば

ら しい写真 をけがすtrashだ と酷 評 したハ ー ン(L.afcadioHearn)で す

ら,自 分がJapan-AnInteYpYetationを 書 き上げた とき,こ のマー ドッ

クの宗教的偏見の少 しもないremarkablebookを 参 考 し得 なか ったのは

心残 りがす ると,同 書 の巻末 に書 き添 えてい るほどだった。第二巻 の成功

に元気づいたマー ドックは神代 か ら16世 期 までを第一巻 と して書 き上 げ

るに必要 な 目本文献 を読む力 をつけよ うと決意 した。彼はすでに50に 近

い歳 だったので,今 か ら目本語 を読 む稽古 をす るのは遅す ぎると心配す る

向 きも多か ったが,マ ー ドックは ローマのCatoは80歳 で ギ リシヤ語 を

学んだ とい ってがんばった。博覧強記の彼は遂に 自力で第一一巻 を書 き上 げ

た。AsiaticSocietyofJapan(ア ジ ア協会)が 出版 を引受け,印 刷 した のは

第二巻 と同 じ くJapanChronicle社 で あ った。 引続 き徳川時代に掛 り,第

一次世界戦争が勃発 した1913年 以 前 にす でに書 き終 っていたが
,色 々の都

合で出版の運びに至 らなか った。マー ドックは原稿 を携 えた まま,1919年

に シ ドニー大学の東洋学部主任 とな って渡豪 して しま った。 もっ ともその

一部 は第一次世界戦争
,中 目本で発行 されたイ ギ リスの宣伝 雑誌TheNew

:・
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East(日 英 両 国語)に マ ー ドックの未発表第三巻か ら として掲載 され ・全

部 の刊行が待 たれ ていた,マ ー ドックが65歳 を一期 として シ ドニー郊外

で永眠 したの で,原 稿 は遺稿 と して残 り,遣 言執行人 の計いで ロン ドンの

出版 会社 に送 られ第三巻 となって世に出たわけだが,日 本通 の英人が適 当

に編集 したため,索 引な どは,山 県氏の手にな る第二巻 と第一巻 のそれ に

較 べて,ほ とん ど役 に立たない といって も過言で ないほ どお粗末 きわま る

ものであ る。巻末に添え られた参 考書 の リス トの如 きもいいかげんの もの

で世の誤解 を招いた。 幸 いマー ドック直筆のbibliographicalnoteが 何

かの間違いで私の手 もとに残 っていたので,外 国語学校(今 の外語大学)の

Medley氏 に依頼 して,ア ジア協会 のTransactionsのSecondSeries

VolumeVにTobeapPendedtoMurdoch'sHistoryofJapanVol

IIIと して掲 載 して貰 った。 しか し明治時代史は遂に世に出ない で,原 案

の四巻物 の 目本 史は一種 のpoliticalhistoryofJapanのfragmentと な

って しまった。 その後新 しい史料が続 々世に現われてSirGeorgeSan-

somのACulturalHistoryofJapan(文 化 史)や 同氏の3巻 物History

ofJapanな どが次か ら次へ と世 に出るに及 んで,マ ー ドックの名は 目本

ことに 目本 史 を研究す る外国人の問にも余 り知 られ ない よ うにな った。 し

か しマー ドックの 目本歴史は外国人が著 した最初 のstandardhistoryと

して永 く残 るであ ろ う。.
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